
苗を入手したらすぐに植えつけする。

用意するもの
・苗
・赤玉土（中粒）
・6号鉢
・鉢が入るバケツやかめなど

植えつけ方法
①鉢の底に赤玉土を入れる。
※厚底石等は必要なし

②ポットから苗を抜き、根を軽くほぐ
す。
※土は落とさなくてよい。

③根元を見て、曲がっている外側を広
めに取って（内側を鉢に近いところに）
鉢に植える。

植える深さは、現在出ている根元より
1cmぐらい土がかかるように植える。

④水を張ったかめやバケツに鉢ごと沈め
る。
※植えつけ時に肥料は必要なし。

水やり
水は表土から5～15cmを目安に、少な
くなったら、その都度足していく。

※水が濁ったり、藻が生えても構わ
ないが、水が腐ることは嫌うため、
水が腐ったら水替えをする。

鉢の置き場
日当たりと風通しのよい屋外に置く。
※夏場は半日陰に置く。
冬場は水が凍っても良い。

肥料
頻度：秋に2回（9月上旬、10月上旬）

春に1回（3月上旬）
種類：油かす主体の有機固形肥料

（指頭大の大きさ）
量：5号鉢なら2個、6号鉢なら3個程

度。※春は1個多めにすると良い。

病害虫が発生したら
・アブラムシなどがついたら、殺虫剤を散布する。
※ほとんど発生することはない。

咲き終わった花は、手で摘み取る。

理由：かきつばたは通常、一茎に3つ
つぼみがつき、順に花を咲かせる。
咲き終わった花を摘まないと、次の花
が咲いたときに見苦しく、また株も弱
ってしまうため。

花が全て咲き終わったら、花茎を根元
で切り取る。

理由：そのままにしておくと種が出来
るが、株自体は弱ってしまうため。

かきつばたは根の成長が早く、根詰ま
りを起こしやすいので、一回り大きな

鉢に植え替える。

※植え替え方法は「①植えつけ」参照。

家庭で を育てよう!! 作成：知立市緑化推進協議会
監修：小笠原左衛門尉亮軒 氏
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1cm

広く取る

～苗から育てる～

冬になると地上部分に出ている葉茎は
枯れてしまう。枯れた葉は根元から切
り除く。

※株は冬眠しているので、そのまま水
につけたまま、戸外に置く。
（水は凍ってしまっても良い。）
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植えつけ

花がら摘み 花がら摘み

植え替え

花がら摘み

植え替え
もしくは 株分け

植え替え
もしくは 株分け

株分けを行わずに育てていると、根詰まりなどを起こしてしま
うため、2～3年に1回、植え替えを兼ねて行う。

用意するもの
・赤玉土（中粒）
・5～6号鉢
・鉢が入るバケツやかめなど
・ハサミ

株分け方法
①花茎は根元で切り取っておく。それ以
外の新芽は半分程度の高さで切っておく。

②鉢から苗を抜いて、土を落とし、水で
洗う。

Q.大きく育ってもらいたいので、肥料を多めにあげてもよいですか？
A.かきつばたは肥料をあげると病気になりやすいので、極端な多

肥は禁物です。

Q.枯れた葉は切ったほうがよいですか?
A.枯れた葉や、病害虫の被害にあった葉

はこまめにとり除き、株を清潔にしましょ

う。

Q.秋に2回も肥料をあげるのはなぜですか？
A.9月～10月は花芽分化期と言って、来年花を咲かせるための素が出

来る大事な期間だからです。

Q.株分け後にしっかり育ってもらいたいので、一日中日向に置いてもよいで
すか？

A.株分け後は、株がとても弱っています。株分け後1ヶ月間は午前中

は日向に置き、午後は半日陰に置きましょう。

Q.株分けは毎年行うのですか？
A.2～3年に1回を目安に行います。

③根の下3分の1のところで細い根をハサ
ミで切る。

④株の中心にハサミを入れて二つに分け
る。
※新芽が2～3芽ずつ左右に分かれるところ
が目安。

⑤鉢に植えつけ。
※植えつけ方法は、「①植えつけ」参照

花がら摘み 枯れ葉切り 枯れ葉切り枯れ葉切り

（ 植え替え）
株が大きく成長している
ようだったら行う。

5

2 3

1 4

5

2 2 23 3

4 4 4

5


